
令和７年度

（仮称）下井草まちづくりラボ
【連続立体交差事業とは】

西武新宿線野方駅～井荻駅間では、開かずの踏切除却のため、現在、東京都により道路と鉄道の連続立体交差化計画の
検討が進められ、区では、令和４年度より連続立体交差化を契機とした下井草駅周辺まちづくりの検討を進めてきています。

（仮称）下井草まちづくりラボに 本年度から参加される方や、今までの内容を振返りたい方を対象に、
「連続立体交差事業」について説明するパネル展示を実施します。



出典：東京都建設局　道路と鉄道の連続立体交差事業パンフレット



出典：東京都建設局　道路と鉄道の連続立体交差事業パンフレット



都内では「連続立体交差事業」が 9 か 所 で 進 行 中

下井草駅周辺は準備中区間となっています
※東京都建設局「連続立体交差事業（連立事業）ポータルサイト」より抜粋



出典：東京都建設局　道路と鉄道の連続立体交差事業パンフレット



※パンフレット「上井草駅北口駅前広場整備事業等について」より抜粋（東京都建設局ホームページ掲載）

【参考事例】
東京都、杉並区等の沿線自治体及び西武鉄道は連携して、西武新宿線

（井荻駅～西武柳沢駅間）連続立体交差事業及び鉄道付属街路・特殊街
路事業と区画街路事業を進めています。
なお、当区間については、令和６年３月に高架式で事業認可を取得しました。

※東鉄新付とは、 東京都市計画道路区画街路都市高速鉄道西武鉄道新宿線付属街路のことです。
この付属街路（側道）は、駅などへのアクセスの向上や沿線地域の利便性を高めるとともに、鉄道
の高架化に伴う日陰の影響など、環境に与える影響を緩和することを目的としています。

●整備断面イメージ

●計画概要図（杉並区内）

※パンフレット「西武新宿線（井荻駅～西武柳沢駅間）連続立体交差事業等について」より抜粋（東京都建設局ホームページ掲載）
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